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イ
・
ユ
ン
テ
ク
演
出
の
太
田
省
吾
作
『
小
町
風
伝
』

―
韓
国
の
舞
台
に
て

金　

潤
貞

一
、
は
じ
め
に

太
田
省
吾
（
一
九
三
九
〜
二
〇
〇
七
）
作
・
演
出
の
『
小
町
風
伝
』

は
、
一
九
七
七
年
、
劇
団
転
形
劇
場
に
よ
り
矢
来
能
楽
堂
で
初
演
さ

れ
、
翌
年
第
二
二
回
岸
田
戯
曲
賞
を
受
賞
し
た
。
こ
の
作
品
は
初
演

以
来
国
内
外
で
数
回
に
わ
た
り
再
演
さ
れ
、
太
田
と
彼
の
主
宰
し
て

い
た
転
形
劇
場
の
代
表
作
の
一
つ
と
な
っ
た（

（
（

。『
小
町
風
伝
』
は
、

「
現
代
劇
に
は
珍
し
く
、
劇
場
に
伝
統
演
劇
の
空
間
で
あ
る
能
舞
台
」

に
て
、「
約
二
時
間
半
の
う
ち
約
三
分
の
二
は
ま
っ
た
く
せ
り
ふ
が

な
い
、
沈
黙
劇
に
近
い
構
成
」
を
と
り
、「
主
人
公
を
老
人
（
老
婆
）

に
設
定
し
た
こ
と
」
が
特
徴
的
な
作
品
で
あ
る（

（
（

。
四
畳
半
の
安
ア

パ
ー
ト
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
「
老
婆
」
が
死
を
目
前
に
し

て
、
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
行
き
来
す
る
夢
、
記
憶
、
幻
想
は
、
終

始
沈
黙
す
る
老
婆
に
よ
っ
て
表
さ
れ
つ
つ
、
作
品
の
筋
立
て
を
な

す
。
創
作
者
の
意
図
し
な
か
っ
た
沈
黙
は
、
能
舞
台
と
の
出
会
い
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ（

（
（

、
一
九
八
一
年
に
発
表
さ
れ
た
『
水
の
駅
』
を
は

じ
ま
り
と
す
る
沈
黙
劇
の
発
端
と
も
言
わ
れ
る
。

劇
作
家
・
演
出
家
の
太
田
省
吾
の
作
品
が
韓
国
に
は
じ
め
て
紹
介

さ
れ
た
の
は
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
一
九
八
八
年

の
こ
と
で
あ
る
。
ソ
ウ
ル
と
釜
山
で
上
演
さ
れ
た
沈
黙
劇
『
水
の

駅
』
が
そ
れ
だ
。
そ
れ
に
つ
づ
き
、
一
九
九
五
年
に
は
、BeSeT

o

演
劇
祭
で
韓
国
・
日
本
・
中
国
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
公
演
の
『
水

の
駅
２
』
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ソ
ウ
ル
演
劇
祭
で
韓
国
俳
優
に
よ

る
『
更
地
』
が
上
演
さ
れ
、
太
田
は
韓
国
の
観
客
に
親
し
み
の
あ
る

存
在
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
の
太
田
の
逝
去
以
後
に
は
、
韓
国
の

演
出
家
キ
ム
・
ア
ラ
が
『
水
の
駅
』（
二
〇
〇
九
）、『
風
の
駅
』（
二
〇

〇
九
）、『
砂
の
駅
』（
日
韓
共
同
制
作
、
二
〇
一
一
）、『
地
の
駅
』（
二
〇

一
三
）
を
舞
台
に
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
上
演
に
よ
り
、
太
田
は
韓
国

で
も
現
在
ま
で
「
沈
黙
劇
の
作
家
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

演
出
家
イ
・
ユ
ン
テ
ク
（
一
九
五
二
〜
）
が
主
宰
し
て
い
た
演
戯
団

「
コ
リ
ペ
」
が
釜
山
で
『
小
町
風
伝
』
を
披
露
し
た
の
は
、
二
〇
一
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一
年
の
こ
と
で
、
キ
ム
・
ア
ラ
が
駅
シ
リ
ー
ズ
を
上
演
し
て
い
た
の

と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
あ
る
。
イ
・
ユ
ン
テ
ク
と
『
小
町
風
伝
』
の
縁

は
そ
の
二
〇
年
も
前
の
一
九
九
三
年
に
す
で
に
結
ば
れ
て
い
た
。
当

時
、『
末
世
物
語
』（
原
題
：
バ
ボ
ガ
ッ
シ
、
作
・
演
出
：
イ
・
ユ
ン
テ
ク
）

を
持
っ
て
来
日
し
た
時
に
出
会
っ
た
太
田
が
『
小
町
風
伝
』
の
演
出

を
勧
め
た
と
い
う（

（
（

。
イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
こ
の
作
品
を
舞
台
化
す
る
こ

と
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
〔
太
田
省
吾
は
〕「
イ
・
ユ
ン
テ
ク
さ
ん
は
も
う
民
族
的
な
も

の
、
伝
統
的
な
も
の
に
自
分
自
身
を
閉
じ
込
ま
ず
、
も
う
少
し

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
世
界
を
志
し
て
み
た
ら
」
と
…
…
私
は
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
と
い
う
言
葉
を
聞
く
だ
け
で
国
際
迷
子
に
な
っ
て
し

ま
う
気
分
に
な
っ
て
、
急
い
で
故
郷
の
釜
山
に
戻
っ
て
き
た

が
、
そ
の
後
、
そ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
は
何
な
の
か
、
と
い
う

問
い
が
骨
の
よ
う
に
の
ど
に
引
っ
か
か
っ
て
い
た
の
も
事
実

だ
。
こ
の
作
品
は
太
田
省
吾
先
生
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
世
界
に

対
す
る
自
分
な
り
の
応
答
に
な
る
と
思
う（

（
（

。（〔　
〕
内
筆
者
）

太
田
の
提
案
を
す
ぐ
に
は
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
、
二
〇
一
一
年
、
日
本
演
出
家
協
会
の
誘
い
で

『
小
町
風
伝
』
を
演
出
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
稿
は
、
太
田
の
提
案

に
対
す
る
一
つ
の
答
え
と
し
て
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
が
演
出
し
た
『
小

町
風
伝
』
を
取
り
上
げ
、
原
作
か
ら
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
て
分

析
・
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
伝
統
演
戯
の
現
代
化
を
試
み
て
い
た

代
表
的
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
上
演
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
韓
国
に
お
け
る
太
田
省
吾
作
品
の
受
容
の
あ
り
方
の

一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
稿
の
ね
ら
い
と
す
る
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
演
出
の
『
小
町
風
伝
』
は
、
二
〇
一
一
年
の
初
演

か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
日
本
と
韓
国
の
両
国
で
数
回
に
わ
た
り
上
演

さ
れ
、
時
と
し
て
俳
優
も
、
劇
場
も
、
言
語
も
異
な
る
た
め
、
各
上

演
に
対
す
る
評
価
は
相
違
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
本
稿
で
は
、
筆
者

が
観
劇
し
た
「
２
０
１
４
ソ
ウ
ル
国
際
演
劇
祭
」（
二
〇
一
四
）
で
の

上
演
を
検
討
す
る
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
上
演
台
本
（
シ
ム
・
ジ
ヨ

ン
、
キ
ム
・
セ
イ
ル
訳
『
코
마
치
후
덴
』
공
연
대
본
［『
小
町
風
伝
』
公
演
台

本
］、
도
요
［
ド
ヨ
］、
二
〇
一
五
）
を
も
と
に
分
析
を
お
こ
な
う
。

【
イ
・
ユ
ン
テ
ク
演
出
『
小
町
風
伝
』
の
公
演
年
表
】

・�

二
〇
一
一
年
一
二
月
二
四
日
〜
二
〇
一
二
年
一
月
八
日　

初
演　

於
：
韓
国
・
釜
山
ガ
マ
ゴ
ル
小
劇
場

・�
二
〇
一
二
年
二
月
三
日
〜
二
月
五
日　

日
韓
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

公
演
・
第
二
回
日
韓
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

於
：
日
本
・
大
阪

一
心
寺
シ
ア
タ
ー
倶
楽

・�

二
〇
一
二
年
五
月
一
一
日
〜
五
月
一
二
日　

釜
山
国
際
演
劇
祭
開

幕
作　

於
：
韓
国
・
釜
山
文
化
会
館
中
劇
場
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・�
二
〇
一
二
年
七
月
二
九
日
〜
七
月
三
〇
日　

日
韓
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
公
演
・
第
一
二
回
密ミ

リ
ャ
ン陽

夏
公
演
芸
術
祭　

於
：
韓
国
・
密

陽
演
劇
村　

森
の
劇
場

・�

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
〇
月
一
一
日　

優
秀
レ
パ
ー
ト

リ
ー
企
画
公
演　

於
：
韓
国
・
大テ

邱グ

ス
ソ
ン
ア
ー
ト
ピ
ア
ヨ
ン
ジ

ホ
ー
ル

・�

二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
七
日
〜
一
〇
月
二
〇
日　

第
二
〇
回

BeSeT
o

演
劇
祭　

於
：
日
本
・
東
京
こ
ま
ば
ア
ゴ
ラ
劇
場

・�

二
〇
一
四
年
九
月
二
九
日
〜
一
〇
月
二
日　

２
０
１
４
ソ
ウ
ル
国

際
演
劇
祭　

於
：
韓
国
・
ソ
ウ
ル
大テ

ハ
ン
ノ

学
路
芸
術
劇
場

・�

二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
〜
四
月
二
六
日　

於
：
韓
国
・
ソ
ウ
ル

ゲ
リ
ラ
劇
場

・�

二
〇
一
五
年
五
月
四
日
〜
五
月
六
日　

ふ
じ
の
く
に 

せ
か
い
演

劇
祭
２
０
２
０　

於
：
日
本
・
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー

二
、
原
作
か
ら
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
テ
キ
ス
ト
に

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
、「
釜
山
日
報
社
」
の
記
者
を
務
め
て
い
た
一

九
八
六
年
に
演
戯
団
「
コ
リ
ペ
」
を
創
団
（
二
〇
一
八
年
解
散
。「
ゴ
リ
」

は
伝
統
演
戯
に
お
け
る
「
場
」
の
単
位
を
、「
ぺ
」
は
「
グ
ル
ー
プ
」
を
示
す
言

葉
）、
釜
山
の
カ
マ
ゴ
ル
小
劇
場
を
拠
点
に
活
動
を
は
じ
め
た
演
劇
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
演
出
家
で
あ
り
、
詩
人
、
劇
作
家
・
映
画
シ
ナ
リ
オ

作
家
で
あ
る
。
演
戯
団
コ
リ
ペ
は
一
九
八
八
年
か
ら
ソ
ウ
ル
で
上
演

を
行
い
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
は
す
で
に
韓
国
伝
統
の
ノ
リ
（
遊
び
）

的
様
式
を
取
り
入
れ
た
演
劇
で
国
内
外
に
名
前
を
広
く
知
ら
せ
た
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
一
九
九
九
年
に
、
慶キ

ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
の
密ミ

リ
ャ
ン陽

に
密
陽
演
劇

村
を
設
立
し
、
芸
術
監
督
と
し
て
二
〇
〇
一
年
か
ら
「
密
陽
夏
公
演

芸
術
祭
」
を
は
じ
め
、
国
内
外
の
公
演
を
招
聘
し
、
ソ
ウ
ル
中
心
に

成
り
立
っ
て
い
る
演
劇
界
の
領
域
を
地
方
ま
で
拡
大
す
る
一
方
、

「
若
い
演
出
家
展
」
を
通
し
て
若
い
演
劇
人
の
活
動
を
励
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
名
前
に
「
演
戯
団
」
と
い
う
言
葉
を
付
け
て
い
る
こ

と
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
、
韓
国
伝
統
演
劇
形
式
で

あ
る
「
演
戯
」
の
言
葉
や
身
体
の
使
い
方
を
現
代
演
劇
に
取
り
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
作
り
出
し
た
。
そ
れ

は
、
滑
稽
と
風
刺
の
言
葉
づ
か
い
、
そ
し
て
「
シ
ン
ミ
ョ
ン
」（
湧

き
起
こ
る
興
を
表
す
ハ
ン
グ
ル
語
）
と
呼
ば
れ
る
身
体
と
場
（
舞
台
）
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
特
徴
と
す
る
。
そ
う
い
っ
た
要
素
に
基
づ
き
、

「
グ
ッ
」（
シ
ャ
ー
マ
ン
の
祭
儀
）
の
機
能
を
演
劇
に
結
び
付
け
た
イ
・

ユ
ン
テ
ク
の
演
劇
は
「
グ
ッ
劇
」
と
呼
ば
れ
、
韓
国
現
代
劇
の
一
つ

の
様
式
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
ソ
・
ヨ
ン
ホ
は
「
グ
ッ

劇
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

　
「
シ
ャ
ー
マ
ン
グ
ッ
」
を
現
代
化
し
、
再
創
造
し
た
演
劇

「
グ
ッ
演
劇
」
の
略
称
と
し
て
「
グ
ッ
劇
」
と
呼
ぶ
。「
グ
ッ
劇
」
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は
ま
だ
韓
国
で
広
く
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
確
か
に
創
造
的

で
、
挑
戦
的
な
概
念
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で

グ
ッ
劇
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
努
力
は
現
代
神
話
劇
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
努
力
と
と
も
に
さ
れ
て
き
た
。
神
話
劇
が
西
欧
的
な
様

式
の
影
響
を
多
く
受
け
た
演
劇
と
す
れ
ば
、
グ
ッ
劇
は
韓
国

シ
ャ
ー
マ
ン
グ
ッ
の
様
式
か
ら
強
く
影
響
を
受
け
た
演
劇
と
言

え
る（

（
（

。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
「
文
化
ゲ
リ
ラ
」
と
も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
演

劇
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
舞
踊
、
オ
ペ
ラ
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
映
画
な

ど
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
を
横
断
し
な
が
ら
活
発
な
創
作
活
動
を
し
た
。

さ
ら
に
、
伝
統
仮
面
舞
踊
の
タ
ル
チ
ュ
ム
や
伝
統
武
芸
の
テ
ッ
キ
ョ

ン
、
そ
し
て
グ
ッ
で
見
ら
れ
る
身
振
り
に
基
づ
い
た
演
技
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
開
発
し
、
多
数
の
大
学
で
教
鞭
を
執
る
一
方
、
国
立
劇
団
の

芸
術
監
督
や
ソ
ウ
ル
芸
術
団
の
代
表
監
督
を
歴
任
し
、
制
度
的
な
枠

に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
演
劇
界
に
ま
で
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
は
、
韓
国
語
の
美
学
を
用
い
た
台
詞
で
、
言
葉

を
積
極
的
に
活
用
す
る
イ
・
ユ
ン
テ
ク
と
、
不
完
全
な
言
葉
に
抵
抗

し
て
い
た
太
田
は
、
言
葉
に
対
し
て
相
当
違
う
考
え
を
持
っ
て
い
た

演
劇
人
で
あ
る
と
記
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
小

町
風
伝
』
が
イ
・
ユ
ン
テ
ク
に
「
相
応
し
い
作
品
」
で
あ
っ
た
と
述

べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
死
」
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
を
あ
げ
て
い
る
。

　

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
『
オ
グ
』
を
通
し
て
韓
国
人
の
死
（
観
）

と
現
世
観
を
演
劇
的
に
ま
と
め
た
演
出
家
で
あ
る
。
一
方
、
太

田
省
吾
は
『
小
町
風
伝
』
を
通
し
て
日
本
人
の
死
（
観
）
と
死

に
臨
む
態
度
を
演
劇
的
に
ま
と
め
た
劇
作
家
で
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
意
味
で
、『
オ
グ
』
と
『
小
町
風
伝
』
は
死
に
対
す
る

相
異
な
る
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
韓
国
式
の
死
が
に
ぎ

や
か
で
、
集
団
的
な
儀
礼
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
式
の
死
は

静
か
で
、
個
人
的
な
儀
礼
と
言
え
る（

（
（

。

こ
こ
で
、
言
及
さ
れ
て
い
る
『
オ
グ
』
は
、
一
九
九
〇
年
に
初
演

さ
れ
た
イ
・
ユ
ン
テ
ク
作
・
演
出
の
作
品
『
オ
グ
―
死
の
形
式
』
で

あ
る
。
オ
グ
は
グ
ッ
の
一
つ
で
あ
る
オ
グ
グ
ッ
の
こ
と
で
、
亡
霊
を

慰
め
、
極
楽
往
生
を
祈
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
儀
式
で
あ
る
。
イ
・
ユ
ン

テ
ク
は
老
母
の
死
を
描
い
た
こ
の
作
品
を
グ
ッ
の
順
番
に
し
た
が
っ

て
構
成
し
た
。
そ
こ
で
は
、
死
の
世
界
と
生
の
世
界
が
「
門
」
を
間

に
し
て
共
存
す
る
。
生
と
死
が
門
を
間
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
二
つ
の
世
界
が
水
平
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味

し
、
生
と
死
を
垂
直
的
な
関
係
と
理
解
す
る
西
欧
の
考
え
方
と
区
別

さ
れ
る
。
そ
こ
で
葬
式
は
、
死
者
と
生
者
が
と
も
に
楽
し
む
「
ノ

リ
」
の
場
に
な
り
、
生
に
対
す
る
欲
望
と
死
を
達
観
す
る
態
度
が
混

じ
り
合
う
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
、
活
動
初
期
か
ら
舞
台
を
生
と
死
の
媒
介
と
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し
、
グ
ッ
的
な
要
素
を
加
味
し
た
独
自
の
演
出
法
を
披
露
し
て
き

た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
二
〇
〇
九
年
に
日
本
の
劇
団
ク
・
ナ
ウ
カ
と

共
同
作
業
し
た
『
オ
セ
ロ
ー
』
を
通
し
て
、
夢
幻
能
と
韓
国
の

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
祭
祀
「
招
魂
ク
ッ
」
が
、
亡
霊
の
恨
み
を
慰
め

る
と
い
う
点
で
相
通
じ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
の
作
品
で

は
、
デ
ズ
デ
モ
ー
ナ
が
亡
霊
と
し
て
舞
台
に
呼
び
出
さ
れ
、
グ
ッ
を

通
し
て
遺
恨
を
晴
ら
し
、
オ
セ
ロ
ー
と
手
を
つ
な
げ
、
和
合
す
る
と

い
う
ハ
ッ
ピ
エ
ン
ド
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
発
見
さ
れ
た
「
死
」
と
い

う
人
間
普
遍
の
テ
ー
マ
、
そ
し
て
日
本
と
韓
国
が
持
つ
死
者
へ
の
通

底
す
る
態
度
を
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
『
小
町
風
伝
』
の
な
か
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

『
小
町
風
伝
』
に
は
幕
の
区
分
は
な
く
、
数
字
で
そ
の
場
面
が
分

か
れ
て
い
る
。
書
か
れ
て
い
る
台
詞
は
全
て
で
は
な
く
、
15
の
場
面

の
う
ち
、
６
、
７
、
８
、
10
の
四
つ
の
場
面
で
の
み
発
話
さ
れ
る
。

こ
の
劇
は
、
朝
起
き
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
作
り
、
そ
れ

を
食
べ
終
わ
る
ま
で
の
ご
く
短
い
時
間
の
間
に
、
一
人
の
老
婆
が
行

き
来
す
る
現
実
と
幻
想
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
登
場
人
物
と
し
て

は
、
老
婆
、
少
尉
、
隣
家
の
父
、
隣
家
の
娘
、
隣
家
の
息
子
、
家
主

の
村
上
さ
ん
、
彼
の
妻
、
サ
チ
コ
、
医
者
、
看
護
婦
、
ア
ン
パ
ン
を

食
う
男
、
襖
を
担
う
男
、
タ
ン
ス
を
担
う
男
、
携
帯
ラ
ジ
オ
の
男
、

洗
濯
物
の
女
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
の
男
、
ブ
ル
マ
の
女
、
子
供
た

ち
が
あ
る
。

表
１
は
、
太
田
省
吾
の
テ
キ
ス
ト
と
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
テ
キ
ス
ト

に
お
け
る
各
場
面
の
内
容
を
比
較
、
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
作
の

内
容
は
『
太
田
省
吾
戯
曲
集
―
小
町
風
伝
』（
白
水
社
、
一
九
七
八
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
小
町
風
伝
』
を
参
考
に
し
た
。

表
１場

面

内　
　

容

太
田
省
吾
の
テ
キ
ス
ト

イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
テ
キ
ス
ト

1

老
婆
の
夢

老
婆
の
夢

2

老
婆
の
部
屋

老
婆
の
部
屋

3

老
婆
の
朝
、腹
が
へ
っ
て
い
る
老
婆
老
婆
の
朝
、腹
が
へ
っ
て
い
る
老
婆

4

少
尉
と
レ
ス
ト
ラ
ン
に
い
る
老
婆

少
尉
と
レ
ス
ト
ラ
ン
に
い
る
老
婆

5

間
違
っ
た
戦
死
通
知
で
死
ん
だ
と

思
っ
て
い
た
少
尉
の
帰
還

間
違
っ
た
戦
死
通
知
で
死
ん
だ
と

思
っ
て
い
た
少
尉
の
帰
還

6

家
主
の
村
上
の
訪
問

家
主
の
村
上
の
訪
問

7

隣
家
の
家
族
の
朝
食
事

隣
家
の
家
族
の
朝
食
事

8

サ
チ
コ
の
訪
問

―

9

隣
家
の
息
子
と
の
逢
び
き

隣
家
の
息
子
と
の
逢
び
き

10

医
者
の
訪
問

医
者
の
訪
問

11

お
線
香
を
手
に
し
た
子
供
た
ち

お
線
香
を
手
に
し
た
子
供
た
ち

12

空
に
な
っ
て
い
く
老
婆
の
部
屋

空
に
な
っ
て
い
く
老
婆
の
部
屋

13

男
（
場
面
９
の
男
）
に
再
会

男
（
場
面
９
の
男
）
に
再
会

14

男
と
の
別
れ
。
蛾
に
な
っ
た
よ
う

に
昇
っ
て
い
く
の
を
感
じ
る
老
婆

男
と
の
別
れ
。
蛾
に
な
っ
た
よ
う

に
昇
っ
て
い
く
の
を
感
じ
る
老
婆

15

未
練
に
さ
よ
う
な
ら
を
言
う
老
婆

未
練
に
さ
よ
う
な
ら
を
言
う
老
婆
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表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
テ
キ
ス
ト
の
全
体
構

成
と
内
容
は
、
太
田
省
吾
の
テ
キ
ス
ト
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
相
違
し

な
い
。
し
か
し
、
表
２
を
み
る
と
、
上
演
に
お
い
て
は
、
台
詞
の
発

表
２

場
面

発
話
さ
れ
る

台
詞
の
有
無

登
場
人
物

太
田
省
吾
イ・ユ
ン
テ
ク

太
田
省
吾

イ
・
ユ
ン
テ
ク

1

×

◯

老
婆 

少
尉

隣
家
の
父
、
隣
家
の
娘

隣
家
の
息
子

村
上
さ
ん
、
そ
の
妻

サ
チ
コ

医
者
、
看
護
婦

ア
ン
パ
ン
を
食
う
男

襖
を
担
う
男

タ
ン
ス
を
担
う
男

携
帯
ラ
ジ
オ
の
男

洗
濯
物
の
女

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
の
男

ブ
ル
マ
の
女

子
供
た
ち

老
い
た
駒
子

若
い
小
町

本
を
読
む
女

少
尉

隣
家
の
父
、
隣
家
の
娘

隣
家
の
息
子

村
上
さ
ん
、
そ
の
妻

サ
チ
コ

医
者
、
看
護
婦

ア
ン
パ
ン
を
食
う
男

襖
を
担
う
男

タ
ン
ス
を
担
う
男

携
帯
ラ
ジ
オ
の
男

洗
濯
物
の
女

ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
の
男

ブ
ル
マ
の
女

子
供
た
ち

2

×

◯

3

×

◯

4

×

◯

5

×

◯

6

◯

◯

7

◯

◯

8

◯

―

9

×

◯

10

◯

◯

11

×

◯

12

×

◯

13

×

◯

14

×

◯

15

×

◯

話
と
人
物
の
変
化
、
特
に
老
婆
を
三
人
に
分
け
る
と
い
う
大
き
い
変

化
が
見
ら
れ
る
。

表
２
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
上
演
で
は
、	

⑴
太
田
の
演
出
に
よ
る
上
演
で
は
発
話
さ
れ
な
か
っ
た
「
老
婆
」
の

台
詞
と
ト
書
き
が
全
て
発
話
さ
れ
（「
老
婆
」
の
記
憶
、
幻
想
、
夢
に
出

て
く
る
人
物
た
ち
の
台
詞
は
、
各
人
物
が
発
話
す
る
）、
⑵
「
老
婆
」
は
、

老
婆
の
現
在
の
姿
と
し
て
の
「
駒
子
」、
老
婆
の
若
い
頃
の
姿
と
し

て
の
「
小
町
」、
そ
し
て
「
本
を
読
む
女
」
の
三
人
に
分
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
⑶
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
サ
チ
コ
」
と

い
う
登
場
人
物
が
な
く
な
り
、
彼
女
が
老
婆
の
部
屋
を
訪
ね
、
喋
る

［
場
面
８
］
全
体
が
削
除
さ
れ
て
お
り
、
⑷
「
ア
ン
パ
ン
を
食
う
男
」

も
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
登
場
し
な
い
。
⑴
か
ら
⑷
ま

で
の
変
化
の
う
ち
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
演
出
に
よ
る
上
演
に
お
い
て
核

心
と
な
る
⑴
と
⑵
を
中
心
に
考
え
て
い
く
。

三
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
舞
台 

一
人
の
女
が
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
出
る
。
あ
の
女
の
視
線
が
観
客

の
方
に
と
ど
ま
る
。
し
ば
ら
く
し
て
舞
台
の
下
手
に
あ
る
机
に
向
か

い
、
本
を
開
く
。
彼
女
が
本
を
読
み
上
げ
は
じ
め
る
と
、
ま
る
で
そ

の
本
か
ら
出
て
く
る
よ
う
に
、
粗
服
を
ま
と
っ
た
白
髪
の
老
婆
（
駒

子
）
が
、
そ
の
反
対
側
か
ら
は
着
物
を
着
た
若
い
女
（
小
町
）
が
現
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れ
る
。
夢
を
見
て
い
た
老
婆
が
風
を
感
じ
る
と
、
ガ
ラ
ス
戸
、
卓
袱

台
、
襖
な
ど
を
持
つ
人
々
が
膝
で
歩
き
な
が
ら
入
っ
て
き
、
老
婆
の

部
屋
を
形
づ
く
る
。
老
婆
は
現
実
に
戻
っ
て
く
る
。
イ
・
ユ
ン
テ
ク

の
『
小
町
風
伝
』
は
こ
の
よ
う
に
、
夢
を
語
る
三
人
の
女
の
登
場
か

ら
は
じ
ま
る
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
、
ま
ず
、
発
話
さ
れ
な
い
老
婆
の
台
詞
と
、
台

詞
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
ト
書
き
を
全
て
「
沈
黙
か
ら
解
放
」
さ

せ
た
。
彼
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

原
作
の
全
て
の
言
葉
は
沈
黙
か
ら
解
放
さ
せ
る
。
観
客
に
、

沈
黙
よ
り
言
葉
を
通
し
た
具
体
的
な
想
像
の
空
間
を
開
い
て
あ

げ
る
た
め
だ
。
老
婆
の
台
詞
は
本
を
読
む
女
（
若
い
小
町
の
言
葉
）

と
老
い
た
駒
子
の
台
詞
に
分
け
る（

（
（

。

「
解
放
さ
れ
た
」
原
作
の
老
婆
の
台
詞
は
、
老
婆
の
現
在
の
姿
で
あ

る
「
駒
子
」
と
、
過
去
の
姿
で
あ
る
「
小
町
」
の
声
と
な
る
「
本
を

読
む
女
」
に
よ
っ
て
発
話
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
駒
子
と
小
町
は
そ
れ

ぞ
れ
現
在
の
自
分
、
過
去
の
自
分
と
し
て
同
時
に
存
在
す
る
の
だ
。

た
だ
し
、
小
町
は
舞
台
上
に
現
れ
る
も
の
の
、
そ
の
台
詞
は
「
本
を

読
む
女
」
に
よ
っ
て
発
話
さ
れ
る
。
一
方
、
駒
子
の
台
詞
は
ほ
ぼ

「
録
音
さ
れ
た
声
」
で
観
客
に
伝
わ
る
。
登
場
人
物
の
一
人
で
あ
る

村
上
の
台
詞
を
引
用
す
れ
ば
、
駒
子
は
「
十
八
年
で
た
っ
た
三
言
」

し
か
し
ゃ
べ
ら
な
か
っ
た
ほ
ど
黙
々
と
す
る
者
で
、
彼
女
の
そ
の

「
録
音
さ
れ
た
声
」
を
聞
い
て
い
る
の
は
、
観
客
の
み
で
あ
る
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
こ
う
い
っ
た
設
定
が
観
客
に
具
体
的
な
想
像
を

可
能
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
想
像
の
内
容
と
は
、
主
に
老
婆

の
記
憶
や
幻
想
、
夢
と
し
て
舞
台
上
で
再
現
さ
れ
る
。
観
客
は
、
本

を
読
む
女
と
駒
子
の
録
音
さ
れ
た
声
に
し
た
が
っ
て
彼
女
の
意
識
の

流
れ
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
彼
女
の
記
憶
の
な
か
に
あ

る
痛
み
や
、
隣
家
の
息
子
を
誘
う
秘
密
裏
の
幻
想
、
診
察
し
に
来
て

い
る
医
者
に
対
す
る
シ
ニ
カ
ル
な
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、

老
衰
し
て
い
る
身
体
か
ら
ま
だ
湧
い
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

老
婆
が
三
人
に
分
け
ら
れ
た
よ
う
に
、
舞
台
空
間
も
ま
た
、
三
つ

の
空
間
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
机
が
置
い
て
あ
る
下
手
前
の
方
は

「
本
を
読
む
女
」
の
空
間
、
上
手
の
空
間
は
「
駒
子
」
の
古
い
部
屋
、

舞
台
の
中
央
は
「
小
町
」
の
空
間
で
あ
る
。
三
つ
の
空
間
は
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
時
空
間
を
示
す
。

舞
台
の
中
央
で
は
、
駒
子
の
記
憶
（
過
去
）
や
幻
想
が
具
体
的
に

再
現
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、「
女
」
に
な
っ
て
い
く
身
体
を
探
求
す

る
者
、
戦
争
で
恋
人
と
別
れ
を
す
る
者
、
彼
の
死
を
悼
む
者
、
生
き

て
帰
っ
て
き
た
彼
の
暴
力
を
受
け
る
者
と
し
て
の
小
町
の
姿
が
流
さ

れ
て
い
く
。
一
方
、
舞
台
の
上
手
で
は
「
オ
シ
ッ
コ
の
始
末
」
を
他

人
の
手
に
任
せ
る
し
か
な
い
者
、
老
い
た
自
分
の
身
体
に
つ
い
て
勝
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手
に
語
る
医
者
の
訪
問
を
拒
否
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
者
と
し
て

の
駒
子
の
現
実
が
流
れ
て
い
る
。
舞
台
の
中
央
、
す
な
わ
ち
若
い
頃

の
老
婆
（
小
町
）
の
世
界
は
、
現
実
の
老
婆
（
駒
子
）
の
意
識
的
な
介

入
に
よ
っ
て
再
構
成
さ
れ
た
り
、
拡
張
さ
れ
た
り
す
る
。
一
例
と
し

て
［
場
面
５
］
の
一
部
を
見
よ
う
。

［
場
面
５
］　�

少
尉
が
百
日
目
の
夜
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
恐
れ

に
つ
い
て
語
り
、
戦
場
に
往
く
。

 

少
尉  　

�

今
日
の
出
征
は
、
天
の
恵
み
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

小
生
は
、
実
は
百
夜
目
が
恐
ろ
し
か
っ
た
。
約
束
通

り
、
百
夜
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
ら
、
逃

げ
出
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

 

老
婆  　

�（
駒
子
）
そ
う
ら
、
と
う
と
う
言
っ
た
ね
、
あ
ん
た
は

恐
ろ
し
か
っ
た
、
こ
わ
か
っ
た
の
さ
。
出
征
だ
っ

て
、
本
当
か
ど
う
か
…
…
口
実
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
わ
。

 

少
尉  　

�（
前
略
）
…
…
あ
る
い
は
、
あ
る
い
は
で
す
、
小
生
の

胸
に
脹
ら
ん
だ
あ
な
た
は
、
そ
の
夜
、
コ
ッ
パ
ミ
ジ

ン
に
爆
発
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

 

老
婆  　
（
駒
子
）
花
火
だ
な
ど
と
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
。

 

少
尉  　

�

武
人
の
無
骨
な
比
喩
を
笑
わ
な
い
で
い
た
だ
き
た

い
。
文
人
な
ら
ば
、
ボ
タ
ン
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
と
喩
え

る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
が
…
…
。

 

老
婆  　

�（
小
町
＝
本
を
読
む
女
）
わ
た
く
し
を
花
と
呼
ば
な
い

で
、
散
る
も
の
の
名
で
呼
ば
な
い
で
。

［
ト
書
き
］　�

老
婆
（
駒
子
）
ど
こ
を
見
て
る
の
、
あ
た
し
は
こ

こ
に
い
る
の
よ
。

 

少
尉  　

��（
中
略
）
…
…
あ
あ
、
も
う
一
言
、
も
う
一
言
不
足

だ
。
勇
気
と
言
葉
は
水
と
油
な
の
か
、
一
個
の
個
性

の
中
で
決
し
て
混
じ
り
合
わ
ぬ
も
の
な
の
か
。

 

老
婆  　

�（
駒
子
）
そ
う
よ
、
あ
な
た
と
あ
た
し
の
夫
が
同
一
人

物
に
な
っ
ち
ゃ
い
け
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
（
下
線
筆
者
）

こ
の
場
面
で
、
駒
子
は
小
町
と
少
尉
の
対
話
に
介
入
し
て
い
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
小
町
と
い
う
存
在
、
彼
女
が
い
る
時
空
間
は
、
駒
子

に
よ
っ
て
召
喚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
観
客
は
聞
こ
え

て
く
る
二
人
の
老
婆
、
本
を
読
む
女
、
駒
子
の
声
に
よ
っ
て
そ
の
世

界
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
駒
子
は
小
町
の
と
こ
ろ
を
眺
め
な
が
ら
、
コ
メ
ン

ト
の
よ
う
な
台
詞
を
投
げ
る
こ
と
で
介
入
す
る
一
方
、
直
接
小
町
の
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空
間
に
入
る
こ
と
も
あ
る
。
小
町
の
世
界
に
入
っ
た
駒
子
は
、
自
分

の
空
間
に
い
る
時
と
は
異
な
る
姿
を
す
る
。
そ
こ
で
駒
子
は
、
勢
い

よ
く
体
操
を
す
る
こ
と
や
隣
家
の
息
子
を
誘
い
、
熱
情
的
に
愛
を
交

わ
す
こ
と
な
ど
が
で
き
る
。
そ
の
際
、
小
町
の
空
間
と
は
、
ま
だ
生

き
生
き
し
て
い
る
、
鎮
ま
ら
な
か
っ
た
生
へ
の
強
烈
な
欲
望
の
場
と

な
る
。
そ
れ
は
、
前
述
し
た
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
『
オ
グ
』
に
も
見
ら

れ
る
、
グ
ッ
の
祝
祭
的
な
瞬
間
を
想
起
さ
せ
る
。

他
方
、
本
を
読
む
女
の
空
間
は
、
駒
子
と
小
町
を
含
ん
だ
全
て
の

登
場
人
物
た
ち
が
接
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
空
間
と
し
て
区
別
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
空
間
は
観
客
と
直
接
的
に
つ
な
が
り
、
観
客
に
向

か
っ
て
本
を
読
み
上
げ
る
女
は
、
特
定
の
時
代
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

反
映
し
な
い
同
時
代
の
「
普
通
の
」
ブ
ラ
ウ
ス
と
ズ
ボ
ン
を
着
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
設
定
に
よ
り
、
本
を
読
む
女
は
観
客
と
同
じ
時
空

間
を
共
有
す
る
存
在
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
舞
台
で
行
わ
れ
る
全
て

の
こ
と
が
「
本
」
と
い
う
媒
介
を
通
し
て
伝
わ
る
物
語
の
性
質
を
帯

び
る
こ
と
に
よ
り
、
観
客
は
舞
台
か
ら
一
定
の
距
離
を
保
つ
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
、
本
を
読
む
女
の
存
在
に
よ
っ
て
駒
子
と
小
町
の
世

界
が
別
の
次
元
の
時
空
間
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
距
離
に
つ
い
て
、
キ
ム
・
ソ
ン
ヒ
は
、
こ
の
劇
を

「
死
ん
だ
人
の
視
線
か
ら
生
を
見
る
演
劇
」
と
言
い
、
舞
台
の
時
間

性
を
、
現
在
、
過
去
、
未
来
（
死
）
の
三
つ
の
層
位
と
分
析
す
る
。

キ
ム
・
ソ
ン
ヒ
に
よ
る
と
、
そ
の
間
を
行
き
来
す
る
老
婆
は
、
現
世

と
来
世
の
間
に
あ
る
「
い
た
こ
」
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
こ
の
物

語
を
「
神
話
あ
る
い
は
風
伝
」
と
し
て
残
さ
れ
た
「
死
を
通
過
し
た

人
間
の
生
」
と
言
う（

（1
（

。
こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、『
小
町
風
伝
』
は
、

死
ん
だ
人
を
呼
び
出
し
、
そ
の
魂
の
持
つ
恨
み
や
痛
み
を
慰
め
る
と

い
う
グ
ッ
の
よ
う
な
機
能
を
す
る
劇
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
を
媒
介
と
し
、
時
空
間
を
多
層
的
に
並
列
さ
せ
、
物
語
の
神
話

性
を
際
立
た
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
人
の
老
人
の
物
語
を
普
遍
的

人
間
の
物
語
と
し
て
拡
張
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
適
切
な
劇
的
装

置
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
録
音
さ
れ
た
老

婆
の
声
」
と
「
本
を
読
む
女
」
の
台
詞
の
分
け
方
が
不
明
で
、
混
乱

が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
は
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
時
間
を
示
す
三
人
の
老
婆
と
は
い
え
、
台
詞
の
分
け

方
は
そ
の
時
間
性
よ
り
も
、
太
田
の
テ
キ
ス
ト
の
台
詞
と
ト
書
き
の

区
分
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
上
演
で
は
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
以
前
の
作
品
に
も
見
ら

れ
る
韓
国
の
口
吟
や
伝
統
踊
り
の
動
き
な
ど
が
特
徴
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
も
の
の
、
登
場
人
物
が
た
ま
に
使
う
日
本
語
、
小
町
が
着
て

い
る
着
物
と
他
の
登
場
人
物
の
衣
装
、
老
婆
の
部
屋
の
様
子
な
ど

「
日
本
的
」
な
要
素
が
混
在
し
て
い
た
。
キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
は
こ
の

点
に
つ
い
て
、「
こ
の
作
品
は
、
日
本
と
韓
国
、
古
い
も
の
と
新
し

い
も
の
、
慣
れ
て
い
る
も
の
と
不
慣
れ
の
も
の
が
共
存
す
る
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
的
な
作
品
で
あ
り
、
死
に
対
す
る
異
な
る
二
つ
の
考
え
が
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組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
死
に
対
す
る
新
た
な
意
識
を
作

り
出
し
た（

（1
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
が
こ
こ
で
言
う
、

日
本
の
も
の
に
は
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
が
意
識
的
に
活
か
そ
う
と
し
て

い
た
能
の
動
き
や
太
田
省
吾
演
出
の
『
小
町
風
伝
』
に
お
け
る
遅
い

テ
ン
ポ
の
美
学
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
明
確
な
意
味
を
発
信
し
な
い

要
素
ら
の
混
在
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
的
」
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
感
覚
よ
り
は
、
衝
突
と
し
て
舞
台
空
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

四
、
ま
と
め

本
稿
で
は
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
演
出
に
よ
る
『
小
町
風
伝
』
を
取

り
上
げ
、
太
田
省
吾
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
お
こ
な
っ

た
。
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
演
出
で
は
、「
老
婆
」
を
三
人
に
分
け
、
沈

黙
の
台
詞
を
全
て
発
す
る
と
い
う
設
定
で
、
韓
国
の
「
グ
ッ
劇
」
と

し
て
再
誕
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
て
き
た
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
、
ま
ず
太
田
省
吾
に
よ
る
上
演
で
は
沈
黙
と
し

て
表
さ
れ
て
い
た
老
婆
の
台
詞
を
、
三
人
の
老
婆
―
老
い
た
駒
子
、

若
い
小
町
、
本
を
読
む
女
―
に
よ
る
台
詞
に
分
け
、
全
て
発
話
さ
せ

た
。
そ
れ
に
よ
り
、
沈
黙
の
な
か
に
い
た
原
作
の
老
婆
の
内
面
が
視

聴
覚
的
に
具
現
さ
れ
た
。
ま
た
、
老
い
た
体
に
秘
め
て
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、「
ノ
リ
」
の
形
式
を
借
り
て
身
体
的
に
表
現
さ
れ
た
。

舞
台
の
時
空
間
も
ま
た
、
老
婆
の
過
去
、
老
婆
の
現
在
、
そ
し
て

本
を
読
む
女
が
観
客
と
共
有
す
る
時
空
間
と
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
舞
台
は
老
婆
の
過
去
と
現
在
が
共
存
す
る
物
語
を
、

観
客
が
「
本
」
と
い
う
媒
体
を
通
し
て
見
、
聞
く
場
と
な
っ
た
。
そ

れ
は
、
生
者
が
死
者
を
呼
び
出
し
、
彼
ら
を
慰
め
る
と
い
う
韓
国
の

グ
ッ
と
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
・
ユ
ン
テ
ク
に
よ
る
演
出
は
、
キ
ム
・
ソ
ン
ヒ
が
述
べ
る
よ
う

に
「
静
と
動
の
美
学（

（1
（

」
の
調
和
で
も
あ
り
、
太
田
の
言
っ
た
「
民
族

的
な
も
の
、
伝
統
的
な
も
の
」
か
ら
脱
皮
し
、
自
分
の
演
劇
世
界
を

拡
げ
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
そ
も
そ
も
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
」
な
と
こ
ろ
に
ま
で
至
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
、
本
上
演
に
限
っ
て
は
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
こ
と
に
、
太
田
の
言
葉
に
圧
倒
さ
れ
た
と
い
う
印

象
が
強
く
残
っ
て
い
る
。　

し
か
し
な
が
ら
、
本
公
演
は
同
時
代
を
生
き
て
い
た
二
人
の
演
劇

人
が
、
各
自
の
伝
統
を
現
代
の
感
覚
で
理
解
し
、
そ
れ
を
共
有
し
、

「
死
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
通
し
て
一
つ
の
作
品
を
相
異
な
る
観
点
か

ら
作
り
出
し
、
そ
れ
が
ま
た
両
国
で
の
舞
台
に
よ
り
両
国
の
観
客
に

出
会
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
韓
演
劇
交
流
史
に
お
い
て
有
意
義
な

出
来
事
で
あ
ろ
う
。
イ
・
ユ
ン
テ
ク
は
、
二
〇
一
八
年
に
全
て
の
活

動
を
中
止
、
演
戯
団
コ
リ
ペ
は
解
散
し
、
釜
山
の
カ
マ
ゴ
ル
小
劇
場

や
密
陽
演
劇
村
も
閉
鎖
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
本
作

229



品
に
て
見
ら
れ
た
変
化
が
、
以
降
の
作
品
に
い
か
な
る
影
響
を
も
た

ら
し
得
た
の
か
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
残
念
に
思
わ
れ
る
。

注※
韓
国
語
の
日
本
語
訳
は
全
て
筆
者
に
よ
る
。

（
1
）	

太
田
省
吾
作
・
演
出
の
『
小
町
風
伝
』
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
沈
黙
す

る
主
人
公
―
太
田
省
吾
作
『
小
町
風
伝
』（
一
九
七
七
）
の
「
老
婆
」」『
演

劇
研
究
』
四
五
号
、
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、
二
〇

二
二
年
三
月
、
一
七
〜
二
九
頁
参
照
。

（
2
）	

扇
田
昭
彦
、『
日
本
の
現
代
演
劇
』、
岩
波
新
書
、
二
〇
一
三
、
一
二
〇
〜

一
二
一
頁
。

（
3
）	「〔
台
詞
を
〕切
る
な
ん
て
予
測
し
て
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
、こ
の
時
も
、

ま
だ
。
で
、
あ
ら
た
め
て
能
舞
台
に
み
ん
な
と
一
緒
に
観
に
行
っ
た
ん

で
す
よ
。
初
日
の
二
ヶ
月
ぐ
ら
い
前
で
す
。
そ
れ
で
み
ん
な
能
舞
台
を

歩
く
だ
け
歩
こ
う
っ
て
い
っ
て
ね
、
歩
い
て
台
詞
を
し
ゃ
べ
っ
て
み
た

ら
、
能
舞
台
か
ら
蹴
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
、
台
詞
が
ね
。
ほ

ん
と
に
蹴
ら
れ
た
っ
て
感
じ
た
ん
で
す
よ
。浅
薄
で
ね
。（〔　

〕内
筆
者
）」

（
太
田
省
吾
・
扇
田
昭
彦
（
聞
き
手
）、『
劇
的
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
』、
リ
ブ

ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
三
、
一
九
八
〜
一
九
九
頁
）

（
4
）	「
太
田
省
吾
〔
の
作
品
〕
に
は
も
と
も
と
台
詞
が
な
い
ん
で
す
。〔
太
田
は
〕

私
に
演
出
を
し
て
み
な
い
か
と
勧
め
ま
し
た
。
彼
は
東
京
か
ら
２
時
間

程
度
離
れ
て
い
る
…
…
（
中
略
）〔
湘
南
台
市
民
セ
ン
タ
ー
〕
の
芸
術
監

督
を
務
め
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
劇
場
で
演
出
を
し
て
み
な
い
か
と
…
…

（〔　

〕
内
筆
者
）」（
김
남
석
［
キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
］
編
、
イ
・
ユ
ン
テ
ク

演
劇
作
業
対
談
集
『
난
세
를 

가
로
질
러 

가
다
』［
乱
世
を
横
切
っ
て
行

く
］、
연
극
과 

인
간
［
演
劇
と
人
間
］、
二
〇
〇
六
、
二
〇
七
頁
）

（
5
）	

イ
・
ユ
ン
テ
ク
、
연
출
자
의 

말
［
演
出
家
の
言
葉
］、「
신
화
와 

일
상
， 

그 

사
이
에
서
」［
神
話
と
日
常
、
そ
の
間
で
］『
코
마
치
후
덴
』
공
연
대

본
［『
小
町
風
伝
』
公
演
台
本
］、
도
요
［
ド
ヨ
］、
二
〇
一
五
、
七
八
頁
。

（
6
）	

서
연
호
［
ソ
・
ヨ
ン
ホ
］、『
한
국
연
극
사
（
현
대
편
）』［
韓
国
演
劇
史
（
現

代
編
）］
연
극
과 

인
간
［
演
劇
と
人
間
］、
二
〇
〇
五
、
三
三
一
〜
三
四

七
頁
。

（
7
）	

서
연
호
［
ソ
・
ヨ
ン
ホ
］、「
이
윤
택
의 

굿
극
，
굿
놀
이
의 

동
시
대
적 

거
듭
나
기
」［
イ
・
ユ
ン
テ
ク
の
グ
ッ
劇
、
グ
ッ
ノ
リ
の
同
時
代
的
生
ま

れ
変
わ
り
］『
공
연
과 

리
뷰
』［
公
演
と
レ
ビ
ュ
ー
］
二
三
（
四
）、
현

대
미
학
사
［
現
代
美
学
社
］、
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
三
一
頁
。

（
8
）	

김
남
석［
キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
］、「
20
년 

전
의 

약
속
，20
년 

후
의 

연
극《
코

마
치
후
덴
》」［
二
〇
年
前
の
約
束
、二
〇
年
後
の
演
劇《
小
町
風
伝
》］『
연

극
평
론
』［
演
劇
評
論
］
六
四
号
、
二
〇
一
二
、
五
七
頁
。

（
9
）	

イ
・
ユ
ン
テ
ク
、
연
출
자
의 

말
［
演
出
家
の
言
葉
］、
前
掲
書
、
七
頁
。

（
10
）	

김
성
희
［
キ
ム
・
ソ
ン
ヒ
］、「
정
（
静
）
과 

동
（
動
）
의 

미
학
，
삶
과 

죽
음
에 

대
한 

응
시
」［
静
と
動
の
美
学
、
生
と
死
へ
の
凝
視
］、『
코
마

치
후
덴
』
공
연
대
본
［『
小
町
風
伝
』
公
演
台
本
］、
八
四
〜
八
六
頁
。

（
11
）	

김
남
석
［
キ
ム
・
ナ
ム
ソ
ク
］、
前
掲
書
、
五
八
頁
。

（
12
）	「
遅
い
テ
ン
ポ
の
動
き
、
生
を
観
照
す
る
視
線
、
膝
歩
き
な
ど
の
静
の
美

学
は
能
の
美
学
で
あ
る
。
そ
れ
と
対
照
を
な
す
力
動
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
は
演
戯
団
ゴ
リ
ペ
特
有
の
も
の
で
あ
る
。［
中
略
］
こ

の
よ
う
に
、
日
本
の
伝
統
的
な
儀
式
と
様
式
が
韓
国
の
伝
統
的
グ
ッ
の

様
式
と
諧
謔
の
精
神
に
出
会
い
、
東
ア
ジ
ア
的
な
美
学
、
ひ
い
て
は
ユ
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ニ
バ
ー
サ
ル
な
普
遍
性
を
獲
得
し
た
。」（
김
성
희
［
キ
ム
・
ソ
ン
ヒ
］、

前
掲
書
、
八
六
頁
）
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